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組
合
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

荒
木
理
事
長
：
岡
山
労
災
福
祉
事
業
協
同
組
合
は
、
昭
和
45
年
に

労
働
大
臣
か
ら
労
働
保
険
事
務
組
合
の
認
可
を
受
け
た
任
意
組
合
を

前
身
と
し
、
社
会
保
険
労
務
士
制
度
創
設
時
に
第
１
期
登
録
を
さ
れ

た
太
田
弘
輝
先
生
が
昭
和
47
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
以
来
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
、一
貫
し
て
中
小
企
業
の
労
働
保
険
事
務
を
代
行
し
、

労
働
福
祉
の
向
上
と
組
合
員
の
繁
栄
に
寄
与
し
て
き
た
伝
統
あ
る
組

織
で
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）
と
雇
用
保

険
を
総
称
し
た
名
称
で
す
。農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
、パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
た
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

に
は
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
７
月
10

日
ま
で
に
保
険
料
の
申
告
・
納
付
（
年
度
更
新
）
が
必
要
で
す
。
こ

う
し
た
諸
手
続
き
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
主
な
業
務
で
す
。

労
働
保
険
事
務
組
合
に
労
働
保
険
事
務
処
理
を
委
託
す
る
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

間
野
理
事
：
当
組
合
の
よ
う
な
労
働
保
険
事
務
組
合
に
労
働
保
険

事
務
処
理
を
委
託
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
煩
雑
な
年
度
更
新
手

続
き
を
事
業
主
に
代
わ
っ
て
行
う
点
に
加
え
、
労
働
保
険
料
の
額
に

か
か
わ
ら
ず
３
回
に
分
割
し
て
納
付
で
き
る
点
で
す
。
労
働
保
険
事

務
組
合
に
委
託
し
な
い
場
合
、
概
算
保
険
料
額
が
40
万
円
未
満
の
場

合
は
原
則
と
し
て
一
括
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
労
災
保
険
の
対
象
範
囲
に
つ
い
て
も
特
有
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
本
来
労
災
保
険
の
対
象
は
労
働
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
労
働

保
険
事
務
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
中
小
事
業
主
や
そ
の
家
族
従
事

者
も
労
災
保
険
に
「
特
別
加
入
」
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

業
務
中
に
車
を
運
転
す
る
事
業
主
の
配
偶
者
等
に
と
っ
て
、
特
別
加
入

は
業
務
上
の
重
大
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
労
働
保
険
事
務
組
合
に
は
社
会
保
険
労
務
士
が
在

籍
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
組
合
は
社
会
保
険
労
務
士
が
窓
口
と
な
り
、

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
）
の
手
続
き
ま
で
一
括
し
て
依
頼

で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。こ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
こ
そ
が
、

多
忙
な
経
営
者
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
こ

の
伝
統
は
三
代
目
と
な
る
荒
木
理
事
長
に
承
継
さ
れ
、
中
小
企
業
の
皆

様
が
本
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
よ
り
複
雑
化
す
る
労
働
・
社
会
保
険

に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

労
災
発
生
時
の「
初
動
対
応
」と「
認
定
支
援
」に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

　

荒
木
理
事
長
：
労
災
事
故
が
発
生
し
た
際
、
事
業
主
が
最
も
不
安

に
感
じ
る
の
が
「
労
災
認
定
さ
れ
る
か
」「
手
続
き
が
煩
雑
で
は
な

い
か
」
と
い
う
点
で
す
。
当
組
合
の
ウ
リ
は
、
こ
の
労
災
発
生
後
の

具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
で
す
。

　

事
故
発
生
後
、
ま
ず
組
合
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
で
、
申
請
書

類
の
送
付
か
ら
、
怪
我
の
状
況
や
原
因
の
聴
き
取
り
、
申
請
書
の
必

要
事
項
記
入
の
支
援
ま
で
、
組
合
が
代
行
・
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
多

く
の
事
業
主
が
「
労
災
を
使
う
と
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
る
」
と
誤
解
し
て
い
ま
す
が
、
よ
ほ
ど
危
険
な
環
境
や
極

端
な
長
時
間
労
働
が
な
い
限
り
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切

中
小
企
業
の「
安
心
」
を
支
え
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
ま
す
。

荒
木 

廣
行 

氏

間
野 

耕一郎 

氏

田
中 

弘一郎 

氏

岡
山
労
災
福
祉
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事 

理
事

理
事 

兼 

岡
山
労
災
福
祉
事
業
一
人
親
方
組
合

会
長

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」
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組 合 名
設 立
所 在 地
T E L
従業員数
組合員数
社労士数

：
：
：
：
：
：
：

岡山労災福祉事業協同組合
1972年8月
岡山市北区京山２丁目2-27
086-250-2615
2名
55名
8名

相談風景ワンストップで労務・経営の相談に対応します

　

労
災
認
定
は
個
別
具
体
的
な
状
況
で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず
は

専
門
家
で
あ
る
当
組
合
に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な

給
付
に
つ
な
が
る
鍵
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
組
合
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
体
制
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

間
野
理
事
：
当
組
合
は
、
国
が
定
め
る
労
災
保
険
の
給
付
を
さ
ら

に
手
厚
く
す
る
「
労
保
連
労
働
災
害
保
険
」（
上
乗
せ
労
災
）
へ
の

任
意
加
入
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
政
府
労
災
保
険
の
上
乗

せ
補
償
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
得
て
お
り
、
休
業
や
死

亡
・
障
害
の
際
に
給
付
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
と
そ
の
家

族
へ
の
補
償
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
建
設
業

の
事
業
者
に
お
い
て
は
、
公
共
工
事
入
札
時
の
経
営
事
項
審
査
で
加

点
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

田
中
理
事
：
ま
た
、
協
同
組
合
で
は
労
災
保
険
の
加
入
対
象
と
し

て
カ
バ
ー
で
き
な
い
範
囲
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
３
年
に
建
設
業

の
一
人
親
方
を
対
象
と
し
た「
岡
山
労
災
福
祉
事
業
一
人
親
方
組
合
」

を
立
ち
上
げ
、
私
が
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
的
な

動
き
と
し
て
令
和
７
年
12
月
を
目
途
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
対
象
と
し

た
特
別
加
入
団
体
設
立
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
分
野
の
労
働
者
を

守
る
体
制
の
整
備
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

荒
木
理
事
長
：
当
組
合
の
目
標
は
、
組
合
員
様
の
経
営
の
安
定
と

発
展
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
労
働
・
社
会
保
険
に
と
ど
ま
ら
ず
、

中
小
企
業
診
断
士
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
、
不
動
産
鑑

定
士
な
ど
の
専
門
家
と
も
連
携
し
、

経
営
革
新
、
事
業
承
継
な
ど
経
営
全

般
の
お
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
総
合

的
な
相
談
窓
口
の
機
能
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

労
務
管
理
や
企
業
経
営
で
お
悩
み

の
際
は
、
是
非
当
組
合
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。
専
門
家
と
の
連
携
体
制
に

よ
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
解
決
策
を

ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

（取材／総務企画課　島田）

な
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
従
業
員
は
医
療
費
の
自
己
負
担
が
ゼ
ロ

と
な
り
ま
す
。
労
災
認
定
の
最
終
判
断
は
労
働
基
準
監
督
署
が
行
い

ま
す
が
、
当
組
合
で
は
、
交
渉
や
複
雑
な
事
例
へ
の
対
応
を
、
原
則

と
し
て
追
加
費
用
な
し
で
社
会
保
険
労
務
士
が
支
援
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
労
災
事
例
と
認
定
の
判
断
基
準

　

田
中
理
事
：
労
災
認
定
の
基
本
は
「
職
務
遂
行
性
（
仕
事
中
に
起

こ
っ
た
か
）」
と
「
業
務
起
因
性
（
業
務
が
原
因
か
）」
の
二
つ
の
要

件
で
す
。
当
組
合
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
事
例
か
ら
、
労
災
に
該
当
す

る
ケ
ー
ス
と
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

組
合
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

業務災害（仕事中の事故）
該当するケース 該当しないケース
事務所内で、机に
つまずき転倒し負傷
（事業所内に存在する
危険が原因）

靴を履くときに、
持病の腰痛が悪化
（業務との因果関係が
薄い場合。ただし業
務による疲労の集積
が原因であれば認定
され得る）

調理中に油をこぼし、
やけど
（業務行為に起因した
負傷）

業務外の要因による
脳卒中や心臓疾患
（長時間労働など業務
による過重負荷がな
ければ労災ではない）

駐車場から車を出す
際、走行中の車両と
衝突
（業務中、事業所の管
理下での事故）

休憩時間中に私的な
行為で負傷
（完全に業務から離れ
ている場合）

通勤災害（通勤中の事故）
該当する
ケース

該当しない
ケース

通勤中にバス
車内でバラン
スを崩し転倒
した場合。

自家用車で通
勤中に事故に
遭った場合。

帰宅途中で居
酒屋に立ち寄
るなど、日常
生活上必要な
行為とは認め
られない私的
な目的で経路
を大きく外れ
た場合。

通勤途中や退勤途中の事故は
原則対象となりますが、経路
の逸脱や中断があった場合は
該当しないことがあります。

特集／Leader’s 「i」
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令和7年度　中小企業労働事情実態調査まとまる
　岡山県中央会では、中小企業の労働事情を的確に把握し、適正な労働対策を推進することを目的に、県内の中小企
業を対象に一斉調査を実施し、回答を得た226事業所の調査結果をまとめました。今回は、従業員の賃上げや価格転
嫁等をクローズアップし、一部の調査結果を掲載します。

１ 経営状況及び経営上の障害
　経営状況については、全体では、「良い」20.4％（昨年18.6％）、「変わらない」51.3％（昨年53.8％）、「悪い」28.3
％（昨年27.5％）となっており、昨年と比較して「良い」と回答した企業、「悪い」と回答した事業所とも若干増加してい
る。賃上げや価格転嫁問題など様々な経営課題が生じており、経営の舵取りがポイントとなっている。
　本調査で、企業の経営上で抱える問題点や、経営上の障害は何かについて3項目の選択制で調査したところ、「人材
不足（質の不足）」57.5％（昨年55.1％）が最も高く、5割以上を占める結果となった。
　昨年より2ポイント以上増えた項目は、「人材不足（質の不足）」と、「労働力不足（量の不足）」39.8％（昨年36.0％）で、
労働人材面の障害をあげるところが増加し、「光熱費・原材料・仕入品の高騰」は49.1％（昨年55.9％）で引き続き高い
ものの昨年より低下している。

２ 価格転嫁の取組状況
　原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への転嫁状況については、全体では、「価格の引上げ（転嫁）を実現
した」53.6％（昨年50.6％）が最も高く、ついで「価格引上げの交渉中」18.8％（昨年18.0％）、「価格転嫁はしていな
い（価格変動の影響はない）」9.4％（昨年6.9％）となっており、幾分転嫁をした事業者の割合が増加、7割程度の企業は
価格転嫁の取り組みを行っている。
　「価格の引上げ（転嫁）を実現した」と回答した事業者の割合を規模別にみると、従業員100〜300人規模では、令和5
年55.9％、令和6年57.7％、令和7年70.8％と伸びているのに対して、従業員10〜29人規模ではこの間50〜60％前
後で足踏み、1〜9人規模では40％台で足踏みと、割合の低さと伸びていない状況がみてとれる。
　業種別では、製造業は「価格の引上げ（転嫁）を実現した」62.3％が最も高く、ついで「価格引上げの交渉中」22.1％、

「価格転嫁は実現しなかった」4.9％となっており、多くの企業が価格転嫁に対応している。
　一方、非製造業は「価格の引上げ（転嫁）を実現した」43.1％が最も高く、ついで「価格転嫁はしていない（価格変動の
影響はない）」15.7％、「価格引上げの交渉中」14.7％となっており、消費者ターゲットの多い非製造業については、価
格転嫁が製造業と比較して遅れている状況にある。

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％
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価格転嫁はしていない
（価格変動の影響はない）
価格転嫁はしていない

（価格変動の影響はない）

これから価格引上げの
交渉を行う

これから価格引上げの
交渉を行う

9.4%9.4%
4.1%4.1%

15.7%15.7%
5.4%5.4%
4.9%4.9%
5.9%5.9%

4.0%4.0%
0.8%0.8%

7.8%7.8%
1.3%1.3%
1.6%1.6%
1.0%1.0%

原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への転嫁状況（業種別）

非製造業全体 製造業

（該当なし）（該当なし）
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3 価格転嫁の転嫁率など
　「価格の引上げ（転嫁）を実現した」と回答した企業のうち、1年前からのコスト上昇の何パーセントを販売価格に反映
できたかの価格転嫁率では、全体、業種別でも10％未満の回答が最も高くなっており、区分別でも原材料分、人件費
分とも同様に10％未満の転嫁率が高くなるなど、転嫁を実施しても転嫁率は低いとする事業者が多く、価格転嫁が難
しい現状が見て取れる。
　転嫁率50％〜100％以上と回答した事業者を規模別にみると、従業員100〜300人規模で、令和5年26.4％、令和
6年28.5％、令和7年40.0％と伸びているのに対し、10〜29人規模では6.5％、25.0％、28.9％と伸びに遅れがみられる。

10％未満 10~30％
未満

30~50％
未満

50~70％
未満

70~100％
未満 100％以上

全体 38.3% 23.5% 6.1% 10.4% 20.0% 1.7%

製造業 37.3% 24.0% 5.3% 9.3% 21.3% 2.7%

非製造業 40.0% 22.5% 7.5% 12.5% 17.5% -

価格転嫁した事業者の転嫁率（業種別）

４ 賃金改定について
（1）定期昇給・ベースアップの有無と賃金改定の内容
　令和7年1月1日から令和7年7月1日までの間の定期昇給、ベースアップ実施について確認したところ、「引き上げた」
が68.2％（昨年71.4％）となった。「7月以降引き上げる予定」とあわせると83.9％（昨年85.7％）となり、昨年に比べ
て減少しており、価格転嫁による人件費捻出が課題となっていると推察される。
　一方、賃金改定の内容をみると、次の表のとおりである。
　また、定期昇給、ベースアップを実施した事業所の平均昇給率は、単純平均で3.90％（昨年3.77％）、加重平均で
3.80％（昨年3.94％）となっている。

定期昇給 ベースアップ
基本給の引上げ

（定期昇給制度の
ない事業所）

諸手当の改定
臨時給与（夏季・
年末賞与など）の

引上げ

全体 66.3% 33.1% 25.4% 12.7% 11.0%

製造業 68.9% 34.9% 24.5% 12.3% 11.3%

非製造業 62.7% 30.7% 26.7% 13.3% 10.7%

賃金改定の内容（業種別）

（2）賃金改定の決定要素
　全体では、「労働力の確保・定着」65.2％（昨年63.0％）が最も高く、ついで「企業の業績」56.4％（昨年55.8％）、「世
間相場」48.1％（昨年42.8％）となっている。
　業種別では、製造業は「労働力の確保・定着」74.0％が最も高く、ついで「企業の業績」58.7％、「世間相場」51.0％と
なっている。
　非製造業では、「企業の業績」・「労働力の確保・定着」が共に53.2％と最も高く、ついで「世間相場」44.2％となって
おり、各業種とも人手不足問題を内包している。

　本号で掲載した内容は、労働事情実態調査の一部を掲載したものです。このほか、従業員の労働時間や有給休暇、採
用問題なども集計しております。調査結果の詳細は当会ホームページに掲載予定です。調査結果等は企業人材支援課

（TEL：086-224-2245）までお問合せ下さい。
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岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

「
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国

�

フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

あ
い
ち
」に
参
加

　
去
る
10
月
29
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に

て
開
催
さ
れ
た
「
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

あ
い
ち
」
に
、
岡
山

県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
藤
田
医
科
大
学
特
命

教
授
・
大
塚
耕
平
氏
に
よ
る
「
愛
知
の
歴

史
に
学
ぶ
産
業
史
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
歴
史
を
通
じ
て
産
業
や
街
の
発
展

を
読
み
解
く
ス
ト
ー
リ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
約
２
０
０
名
の
参
加
者
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、「
地

域
の
特
色
あ
る
産
業
や
取
組
み
（
お
国
自

慢
）」
を
テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
そ
の
後
の

交
流
懇
親
会
を
通
じ
て
、県
外
の
女

性
経
営
者
と
の
新
た
な
出
会
い
が

生
ま
れ
、岡
山
県
と
他
地
域
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、愛
知
中
小
企
業
家
同
友

会
女
性
部
と
の
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
株
式
会
社
マ
イ
・
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
・
村
田
千

世
子
氏
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。講
演
で
は
、予
期
せ
ぬ
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
事
業
承
継
や
、
そ
れ
に
伴
う
会

社
の
変
化
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
お

け
る
ご
苦
労
な
ど
、
村
田
氏
の
実
体
験
に

基
づ
く
貴
重
な
お
話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
自
身
の
経
験
や
境

遇
と
重
ね
合
わ
せ
て
感
極
ま
る
方
も
お
ら

れ
、
女
性
経
営
者
な
ら
で
は
の
思
い
を
メ

ン
バ
ー
同
士
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
互
い

の
理
解
が
深
ま
り
、
よ
り
一
層
の
結
束
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
で

は
、
今
後
も
心
理
的
な
安
心
・
安
全
の
場

と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
よ
り
共
感
し
合
え

る
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
林
）

広
島
で
第
77
回
中
小
企
業
団
体

�

全
国
大
会
が
開
催

　
去
る
令
和
７
年
11
月
12
日
、
全
国
中
央

会
・
広
島
県
中
央
会
の
主
催
に
よ
る
第
77

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
が
、
広
島
県

立
総
合
体
育
館
（
広
島
市
中
区
）
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
全
国
か
ら
組

合
関
係
者
約
２
︐
１
０
０
名
が
参
集
、
隣

県
で
の
開
催
で
あ
り
、
岡
山
県
か
ら
は
藤

木
会
長
ほ
か
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
物
価
高
、
人
手
不
足
な
ど

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
経
営
環
境
変
化
へ
の
対

応
や
、
成
長
促
進
に
向
け
た
支
援
策
の
拡

充
等
の
要
望
事
項
を
決
議
し
、
国
に
対
し

て
中
小
企
業
政
策
の
一
層
の
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
良
組
合
、
組
合
功
労
者
等
の

表
彰
も
行
わ
れ
、
岡
山
県
か
ら
は
次
の
２

名
が
組
合
功
労
者
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
次
回
と
な
る
第
78
回
中
小
企

業
団
体
全
国
大
会
が
、
令
和
８
年
11
月
19

日
に
熊
本
城
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
）

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
大
会

旗
が
次
期
開
催
地
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
大
会
後
に
は
、
全
国
か
ら
の
参
集
者
を

対
象
に
、
交
流
会
（
約
1
︐
1
0
0
人
参

加
）
が
開
か
れ
、
岡
山
県
か
ら
の
参
加
者

も
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

大会に出席した岡山県参加者

組
合
功
労
者
表
彰（
順
不
同
） 

・
藤
木　
達
夫
氏

  （
丸
五
技
術
開
発
協
同
組
合
）

・
淵
本　
敏
彦
氏

  （
協
同
組
合
岡
山
鉄
工
セ
ン
タ
ー
）
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岡
山
中
金
会
と
岡
山
県

中
央
会
の
共
催
に
よ
る
恒

例
の
新
年
祝
賀
懇
親
会
を

左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　
本
懇
親
会
で
は
、
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
抱
負
や
激

励
の
お
言
葉
を
賜
る
予
定

で
す
。
皆
様
の
多
数
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
時

令
和
8
年
1
月
8
日（
木
）18
時
～
19
時
30
分

●
場
所

　
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
1
階「
曲
水
」

●
会
費

お
一
人　
１
０
︐
０
０
０
円
（
会
場
で
拝
受
）

事
前
の
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
参
加
を

ご
希
望
の
際
は
左
記
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
入
力
を

お
願
い
し
ま
す
。（
既
に
お
申
込
み
を
い
た
だ
い
て
い

る
場
合
は
不
要
で
す
。）

●
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
12
月
11
日
締
切
）

●
問
い
合
わ
せ

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

新
年
祝
賀
懇
親
会

�

開
催
の
ご
案
内画像は過去の開催時のものです

　
県
内
の
経
済
団

体
６
団
体
は
去
る

11
月
14
日
に
、
自

由
民
主
党
岡
山
県

議
団
へ
令
和
８
年

度
岡
山
県
予
算
編

成
に
関
す
る
陳
情

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
岡
山
県

経
済
団
体
連
絡
協

議
会
の
中
島
基
善

座
長
の
挨
拶
の
後
、

各
団
体
よ
り
陳
情

書
に
つ
い
て
説
明
。

陳
情
内
容
は
、賃
上

げ
・
物
価
上
昇
・

米
国
関
税
な
ど
の

影
響
を
受
け
る
企
業
の
対
策
強
化
の
ほ
か
、雇
用
対
策
、

商
業
振
興
、
災
害
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
会
藤
木
会
長
か
ら
は
、
最
低
賃
金
の
ア
ッ
プ
率
が

高
く
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
業
種
や
人
手
不
足
の
厳
し

い
業
者
に
支
援
を
届
け
て
欲
し
い
と
い
っ
た
意
見
を
伝

え
ま
し
た
。

　
県
の
令
和
８
年
度
予
算
は
、
年
明
け
か
ら
議
会
常
任

委
員
会
で
の
審
議
が
本
格
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

�

（
事
務
局
長　
村
上
）

自
民
党
県
議
団
へ
中
小
企
業

対
策
等
の
令
和
８
年
度

県
予
算
計
上
を
要
望

　
去
る
11
月
５
日
、
当
会
令
和
７
年
度
第
３
回
役
員
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
役
員
会
に
は
代
理
出
席
を
含
む
28
名
が
出
席
。
事
業

計
画
と
収
支
予
算
の
変
更
議
案
の
説
明
と
、
上
半
期
実

績
報
告
等
を
行
い
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
半
期
の
事
業
進
捗
報
告
で
は
、
省
力
化
投
資
補
助

の
登
録
製
品
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、新
設
さ
れ
た「
岡

山
県
女
性
活
躍
推
進
等
就
業
環
境
整
備
支
援
事
業
補
助

金
」
が
即
刻
で
売
り
切
れ
た
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
29
日
開
催
の「
内
外
情
勢
調
査
会
岡
山
・

倉
敷
支
部
合
同
懇
談
会
」
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
に
は
藤
木
会
長
お
よ
び
佐
古
会
長
（
岡
山
県
も
の

づ
く
り
女
性
中
央
会
）
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
出
席
し
て

県
知
事
ら
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
若
者
・
特
に
女
性

の
県
外
流
出
傾
向
が
増
大
す
る
中
で
、
就
業
環
境
の
改

善
や
魅
力
の
向
上
策
な
ど
の
中
小
企
業
が
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
を
参
加
者
に
伝
え
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
今
後
の
行
政
へ
の
要
望
予
定
と
し
て
、
自

民
党
県
議
団
へ
の
予
算
要
望
や
、
全
国
大
会
決
議
事
項

の
国
へ
の
要
望
活
動
見
通
し
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

出
席
理
事
か
ら
は
、省
力
化
投
資
補
助
は
有
効
な
の
で
、

希
望
製
品
の
登
録
を
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
働
き
か
け
る
べ
き

と
い
っ
た
意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

岡
山
県
中
央
会

令
和
７
年
度

�

第
３
回
役
員
会
を
開
催
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全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
は
、去
る
11
月
14
日
、岩

手
県
盛
岡
市
に
お
い
て
「
組
合
青
年
部
全
国
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
講
習
会
は
、
次
代
を
担
う
青
年
経
営

者
・
後
継
者
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、全
国
各
地
か
ら
組
合
青
年
部
関

係
者
約
２
４
０
名
が
集
結
し
、
岡
山
県
か
ら
は
、
戸
川
敬

之
会
長
を
は
じ
め
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
は
「
日

本
経
済
の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
金
融
・
経
済
政
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
嘉
悦
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
学
部
教
授
の

高
橋
洋
一
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
第
２
部
で
は
、「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
普
及
啓
発
・
振
興
部
の
白
川
浩
氏
よ
り
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
小
企
業
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
標

的
や
踏
み
台
と
な
り
得
る
実
態
や
I
T
︲
B
C
P
の
必

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
習
会
終
了
後
に
は
交
流
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
地

元
岩
手
の
伝
統
芸
能
「
鬼
剣

舞
」
の
披
露
や
ブ
ロ
ッ
ク
対

抗
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
、
さ
ら

に
来
年
度
開
催
さ
れ
る
「
全

国
総
会 

ｉｎ 

茨
城
」、「
全
国
講

習
会 

ｉｎ 

兵
庫
」の
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
全
国
各
地
の

青
年
部
同
士
の
交
流
を
深
め

る
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会

２
０
２
５
年
度
組
合
青
年
部

全
国
講
習
会 

ｉｎ 

岩
手
開
催

　
岡
山
県
青
年
中
央
会
で
は
、令
和
８
年
１
月
29
日（
木
）

に
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
（
岡
山
市
）
に
お
い
て
新
年

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、
㈱
岡
山
リ
ベ
ッ
ツ

代
表
取
締
役 
羽
場 
誠
氏
を
お
招
き
し
、「
岡
山
リ
ベ
ッ

ツ
の
挑
戦（
仮
）」と
題
し
た
講
演
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
講
演
終
了
後
に
は
、
県
内
若
手
経
営
者
の
皆
さ
ま

と
親
睦
を
深
め
る
懇
親
会
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
青

年
中
央
会
会
員
の
皆
さ
ま
は
を
は
じ
め
、
各
組
合
に
所

属
す
る
若
手
経
営
者
や
後
継
者
候
補
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

令
和
８
年
１
月
29
日（
木
）17
時
30
分
〜
20
時
45
分

講
演
会
：
17
時
30
分
〜
19
時
15
分

懇
親
会
：
19
時
15
分
〜
20
時
45
分

●
開
催
場
所

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

�

（
岡
山
市
北
区
下
石
井
2
︲
6
︲
41
）

●
募
集
対
象

協
同
組
合
等
の
団
体
の
青
年
部
員
、
青
年
中
央
会
個

人
会
員
、
県
内
の
若
手
経
営
者
・
後
継
者
候
補
等

●
講
演
会
内
容

講　
師
：
株
式
会
社
岡
山
リ
ベ
ッ
ツ

�

代
表
取
締
役
社
長　
羽
場　
誠
氏

テ
ー
マ　
：「
岡
山
リ
ベ
ッ
ツ
の
挑
戦（
仮
）」

●
懇
親
会
費　
一
人
あ
た
り
8
︐
0
0
0
円

�

（
懇
親
会
参
加
者
の
み
当
日
現
金
払
い
）

●
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

●
問
合
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課　
小
郷

T
E
L
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
青
年
中
央
会

新
年
会
の
ご
案
内

　
岡
山
県
商
工
会
議
所
青
年

部
連
合
会
、岡
山
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
、岡
山
県
青
年
中

央
会
で
構
成
す
る「
岡
山
県
経

済
団
体
青
年
部
連
絡
協
議
会
」

で
は
、会
員
を
対
象
に
講
演
会

及
び
会
社
見
学
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
去
る
10
月
27
日（
月
）、第
１

回
講
演
会
と
し
て
、株
式
会
社
な
ん
ば
建
築
工
房
の
代
表

取
締
役
社
長
で
あ
る
正
田
順
也
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

ご
講
演
並
び
に
古
民
家
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。ご
講
演

で
は
、「
地
域
課
題
の
解
決
座
談
会
〜
ま
ち
づ
く
り
・
空

き
家
・
古
民
家
で
の
持
続
可
能
な
活
動
へ
〜
」を
テ
ー
マ

に
、下
津
井
地
区
に
お
け
る
古
民
家
等
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。講

演
後
は
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
資

源
の
活
用
や
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
見
学
会
で
は
、
古
民
家
を
改
装
し
た
貸
切
宿

「
下
津
井
宿 

風
待
汐
待
」
を
は
じ
め
、
実
際
の
空
き
家
の

古
民
家
や
移
住
者
受
入
施
設
「
古
民
家
お
試
し
住
宅
」
な

ど
を
視
察
し
、地
域
と
共
に
歩
む
企
業
活
動
の
在
り
方
を

学
び
ま
し
た
。

　
次
回
の
第
２
回
講
演
会
は
、
12
月
９
日（
火
）に
開
催

予
定
で
、
嘉
美
心
酒
造
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
社
長

藤
井
進
彦
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
ご
講
演
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

若
手
経
営
者・
後
継
者
の
た
め
の

講
演
会
及
び
会
社
見
学
会

第
１
回
講
演
会
を
開
催
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岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

�

関
西
商
談
会
開
催

岡
山
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

「
サ
イ
ン
＆
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
シ
ョ
ー 
�

IN 

岡
山
」
で
業
界
の
未
来
を
共
有

　
令
和
７
年
11
月
５
日
・
６
日
、
岡

山
市
北
区
の
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
に

て
、
サ
イ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界

関
係
者
を
対
象
と
し
た
展
示
商
談
会

「
サ
イ
ン
＆
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
シ
ョ
ー �

IN 

岡
山
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
で
第
４
回
目
を
迎
え
る
本
展
示
会

は
、
岡
山
県
屋
外
広
告
美
術
（
協
）

の
柱
事
業
と
し
て
、
今
後
は
隔
年
で

の
定
期
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
出
展
社
は
、
組
合
員
等
の
施
工
業

者
向
け
に
機
材
等
を
販
売
す
る
専
門

メ
ー
カ
ー
や
商
社
が
中
心
で
、
計
74

コ
マ
の
ブ
ー
ス
に
印
刷
機
器
や
サ
イ

ン
関
連
照
明
な
ど
最
新
の
資
材
・
機

材
が
集
結
。
来
場
者
は
製
品
を
確
認

し
な
が
ら
商
談
や
技
術
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　
別
会
場
で
は
、
屋
外
広
告
物
点
検

技
能
講
習
も
同
時
に
実
施
。
講
習
は

５
年
に
一
度
の
更
新
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
組
合
員
講
師
の
指
導
の

も
と
、
安
全
点
検
や
施
工
要
件
等
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
業
務

効
率
化
、看
板
事
故
と
保
険
の
事
例
、

補
助
金
制
度
の
紹
介
な
ど
、
計
５
種

類
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
の
講
演
で
は
、
屋
外
広
告
業
界

を
専
門
と
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企

業
を
招
聘
し
た
こ
と
も
あ
り
、
複
数

社
員
で
の
参
加
企
業
も
多
く
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
岸
本
直
文
理
事
長
は
「
今
回
、
新

た
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
を
企
画
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
は
Ａ
Ｉ
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る

一
方
、
中
小
企
業
が
導
入
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
事
例
等
の
情
報
が

不
足
し
て
い
る
。
業
界
に
特
化
し
た

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
組
合
の

存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

　
去
る
11
月
４
日
、
岡
山
県
と
岡
山

県
中
央
会
は
、
県
内
の
食
品
関
連
事

業
者
の
関
西
圏
に
お
け
る
新
規
取
引

先
獲
得
の
た
め
、
関
西
の
百
貨
店
、

卸
売
企
業
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
幅

広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の

商
談
会
を
岡
山
市
内
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
本
商
談
会
は
、
県
内
企
業
の

販
路
多
角
化
を
目
的
に
令
和
５
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
３ 

年

目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、地
元
の
素
材
を
生
か
し
た

ス
イ
ー
ツ
や
酒
類
な
ど
、多
彩
な
商
品

を
扱
う
17
事
業
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
り
、県
内

事
業
者
の
関
心
と
意
欲
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。会
場
で
は
、企
業
担

当
者
が
商
品
の
強
み
や
開
発
の
背
景
、

こ
だ
わ
り
の
製
法
な
ど
を
丁
寧
に
説

明
し
、試
飲
・
試
食
を
交
え
た
活
発
な

商
談
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
イ
ヤ
ー
側
も
地
域
性
を
活
か
し

た
商
品
の
独
自
性
や
、
商
品
に
ま
つ

わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し
な
が

ら
商
材
を
吟
味
し
、
中
に
は
即
日
成

約
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
後
日
す
ぐ

に
取
引
が
開
始
さ
れ
た
事
例
も
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、参
加
企
業
に
と
っ
て
は
、自

社
の
製
品
を
関
西
圏
に
展
開
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
具
体
的
な
意
見
を

い
た
だ
け
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
事
業
者
か
ら
は
「
販
路

開
拓
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
も
ら
え
た
」「
県
外
バ
イ
ヤ
ー
と

の
商
談
機
会
を
継
続
的
に
設
け
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
次
回
開
催
を
望
む
声

や
商
談
効
果
を
実
感
す
る
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
回
の
商
談

会
で
得
ら
れ
た
成
果
や
課
題
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
県
内
食
品
関
連
事
業
者

の
販
路
拡
大
を
よ
り
一
層
支
援
し
て

い
く
方
針
で
す
。
今
後
も
、
関
西
圏

の
み
な
ら
ず
首
都
圏
な
ど
県
外
市
場

へ
の
展
開
を
見
据
え
、
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
た
包
括
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

参
加
バ
イ
ヤ
ー 

株
式
会
社
近
鉄
百
貨
店
、
株
式
会
社

北
野
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
株
式
会
社

Ｇ
７
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、

株
式
会
社
特
産
館
み
ま
さ
か

中央会 News
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協
同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー

問
屋
町 Street fes 

2
0
2
5 

「
超
！ 
宴
」開
催

　
協
同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
で
は
、

去
る
11
月
２
日（
日
）、
問
屋
町
に
お
い
て

「
問
屋
町 Street fes 

2
0
2
5 

超
！ 

宴
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
問
屋
町
テ
ラ
ス
北
側
道
路
を
歩
行
者

天
国
と
し
、
日
本
文
化
の
「
宴
」
を
テ
ー

マ
に
、「
人
」
と
「
街
」
を
「
食
・
酒
・
音

楽
」
で
つ
な
ぐ
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
問
屋
町
内
の
店
舗
を
中
心
に

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
、
地
ビ
ー
ル

な
ど
多
彩
な
飲
食
ブ
ー
ス
19
店
が
出
店
。

さ
ら
に
、
地
元
キ
ッ
ズ
た
ち
の
大
人
顔
負

け
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
地
域
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演

奏
な
ど
、
来
場
者
を
魅
了
す
る
ス
テ
ー
ジ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
「
う
ら
じ
ゃ
総
踊

り
」で
会
場
が
一

体
と
な
り
熱
気

で
包
ま
れ
た
イ

ベ
ン
ト
名
ど
お

り
の
「
超
！ 

宴
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
は
昨

年
よ
り
、
組
合
青

年
部
が
主
体
と

な
っ
て
委
員
会

活
動
を
進
め
て

お
り
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
様
々

な
社
会
実
験
を

企
画
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環

と
し
て
開
催
し

て
い
る
の
が

「
問

屋

町 
Street fes

」で

あ
り
、
企
画
・
運
営
の
中
心
は
青
年
部
員

が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
蜂
谷
大
樹
青
年
部
会
長
か
ら
「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
問
屋
町
に
関
わ
る
企

業
や
テ
ナ
ン
ト
、
地
域
住
民
、
そ
し
て
訪

れ
る
方
々
が
〝
つ
な
が
る
〟
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
問

屋
町
が
さ
ら
に
魅
力
あ
る
街
と
し
て
発
展

し
て
い
け
る
よ
う
、
若
い
力
で
新
し
い
挑

戦
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」と
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
は
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
情
報
を
発
信

中
で
す
。
な
お
、
当
日
の
様

子
は
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

組
合
等
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
事
業
に
よ
り

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
岡
山
市
問
屋
町
に
所
在
す
る
協
同
組
合

岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
39
年
に
繊

維
業
の
事
業
者
を
中
心
と
し
た
総
合
卸
団

地
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は

卸
売
業
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
事
業
者

が
店
舗
を
構
え
、
岡
山
市
内
の
新
た
な
商

業
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お

り
、
令
和
５
年
に
は
組
合
創
立
60
周
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
同
組
合
で
は
岡
山
県
中
央
会

の
実
施
す
る
組
合
等
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
事
業

を
活
用
し
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
ペ
ー
ジ
全

体
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
と
と
も
に
、

組
合
の
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
各
店
舗
の

特
徴
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
整
備
し
、
問

屋
町
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
問
屋
町
の
魅

力
や
街
並
み
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
や
、
60

周
年
記
念
事
業
で
制
作
し
た
組
合
の
Ｐ
Ｒ

動
画
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
を
新
規
に
制
作

し
ま
し
た
。
４
本
の
Ｐ
Ｒ
動
画
で
は
、
問

屋
町
の
街
並
み
を
春
夏
秋
冬
４
つ
の
シ
ー

ズ
ン
で
撮
影
す
る
こ
と
で
、
季
節
に
よ
る

異
な
る
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
引
き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
発
信
を
継
続
し
て
い
く

と
と
も
に
、
問
屋
町
の
今
後
を
検
討
す
る

会
議
を
重
ね
、
組
合
員
や
テ
ナ
ン
ト
、
地

域
の
方
々
と
と
も
に
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
意
向
で
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）
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課
題
の
解
決
を
目
指
す
こ
と
で
組
合
一
体
と

な
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
試
作
品
の

反
響
は
大
き
く
、
日
本
経
済
新
聞
な
ど
各
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
成
果
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
販
売
体
制
を
整
え
、
製
品

の
認
知
度
を
よ
り
高
め
、
埼
玉
県
産
醤
油
を

全
国
へ
と
広
め
て
い
き
ま
す
。

■
背
景
・
目
的

　
醤
油
の
製
造
工
程
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る

搾
り
粕
の
ほ
と
ん
ど
は
、
産
業
廃
棄
物
と
し

て
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
醬
油

の
搾
り
粕
（
以
下
、
醬
油
粕
）
は
埼
玉
県
内

に
お
い
て
年
間
約
８
０
０
ト
ン
生
じ
て
お

り
、
廃
棄
物
を
年
々
増
や
し
て
い
る
こ
と
は

社
会
と
し
て
も
課
題
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

商
業
面
で
の
利
用
が
難
し
か
っ
た
醤
油
粕
を

再
利
用
し
「
燻
製
チ
ッ
プ
化
」
し
た
新
製
品

を
試
作
・
開
発
し
ま
し
た
。
組
合
及
び
組
合

員
の
販
路
拡
大
と
、
廃
棄
物
の
廃
棄
量
削
減

を
目
的
と
し
、
本
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
組
合
内
で
検
討
し
た
結
果
、
組
合
員
10
社

の
う
ち
４
社
が
、
燻
製
チ
ッ
プ
を
つ
く
る
う

え
で
十
分
な
量
の
醬
油
粕
を
提
供
で
き
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。組
合
と
４
社
に
加
え
、

有
識
者
を
迎
え
た
検
討
チ
ー
ム
を
発
足
、
そ

の
他
の
組
合
員
も
参
加
の
う
え
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
４
社
が

醬
油
粕
を
無
償
で
組
合
に
提
供
し
、
こ
れ
を

原
料
に
燻
製
チ
ッ
プ
を
業
者
へ
の
委
託
に
よ

り
製
造
し
て
い
き
ま
し
た
。
協
議
を
進
め
る

に
つ
れ
、
よ
り
手
軽
に
燻
製
づ
く
り
が
楽
し

め
る
燻
製
ウ
ッ
ド
（
チ
ッ
プ
を
押
し
固
め
た

も
の
）も
製
造
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

そ
れ
ぞ
れ
相
性
の
良
い
食
品
も
違
う
こ
と
か

ら
、
チ
ッ
プ
/
ウ
ッ
ド
の
２
種
類
を
試
作
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
重
さ
約
30g
の
燻
製
チ
ッ

プ
と
重
さ
約
１
１
０
g
の
燻
製
ウ
ッ
ド
を
醬

油
粕
提
供
の
４
社
別
に
完
成
さ
せ
ま
し
た

（
チ
ッ
プ
２
５
０
個
×
４
社
＝
計
１
︐０
０
０

個
・
ウ
ッ
ド
２
５
０
個
×
４
社
＝
計
１
︐０
０

０
個
）。
検
討
会
で
４
社
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ッ
プ

お
よ
び
ウ
ッ
ド
で
香
り
付
け
し
た
食
品
を
試

食
し
て
み
る
と
、醤
油
蔵
に
よ
っ
て
風
味
や
香

り
に
個
性
が
で
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
燻
製
チ
ッ
プ
/
ウ
ッ
ド
は
関
係

各
所
へ
配
付
し
、
使
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

集
計
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
燻
製
チ
ッ
プ
を

「
ス
モ
ー
ク
ピ
ー
ス
」と
命
名
し
、店
舗
等
で

試
験
的
に
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
「
醬
油
粕
の
再
利
用
」
と
い
う
共
通
し
た

醬
油
粕
か
ら
燻
製
チ
ッ
プ
/

ウ
ッ
ド
を
つ
く
る
う
え
で
、「
醬
油
粕
の

再
利
用
」
と
い
う
共
通
の
課
題
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
各
組
合
員
が
参
画
し
、
本

事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
要
因
と

な
っ
た
。埼玉醤油工業協同組合（埼玉県）

住　　所：	�〒360-0032
埼玉県熊谷市
銀座３丁目91番地３

設　　立：	昭和25年２月
主な業種：	醤油醸造業
組合員数：	10人
出 資 金：	406千円

試作した燻製チップ（写真下）と燻製ウッド（写真上）

テ
ー
マ

販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
事
例

醤
油
粕
の
新
た
な
可
能
性　

�

醤
油
粕
燻
製
チ
ッ
プ
/ 

ウ
ッ
ド

�

埼
玉
醤
油
工
業
協
同
組
合（
埼
玉
県
）

全国先進組合事例

日本経済新聞など各メディアで取り上げられた

Point
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 5.2 − 19.0 36.2 − 3.4 − 24.1 − 6.9 − 13.8 1.7 − 29.3
（− 8.6）（− 16.7）（31.0） （− 3.4）（− 25.9）（− 8.6）（− 20.7） （0.0） （− 27.6）

製 造 業 − 6.9 − 17.2 34.5 0.0 − 31.0 − 10.3 − 13.8 − 3.4 − 37.9
（− 20.7）（− 13.8）（37.9） （− 3.4）（− 41.4）（− 13.8）（− 20.7）（− 6.9）（− 34.5）

非製造業 − 3.4 − 23.1 37.9 − 6.9 − 17.2 − 3.4 6.9 − 20.7
（3.4） （－ 23.1）（24.1） （－ 3.4）（－ 10.3）（－ 3.4） （6.9） （－ 20.7）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

10月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         35       20　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況
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央
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お
か
や
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2025年10月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
2 2 3 4 5 6 7 8 9 10R.5.9 10 11 12 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 12

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
R.5.8 2 2 3 4 5 6 7 8 9 109 10 11 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品 �
●�暑さも落ち着き需要期に入るが、動きは弱い。米菓に限らず菓子は嗜好品なので値上げが続くと手が出にくくなって
いる。米菓組合ブロック会を開催、議題は今年のもち米価格、供給量。来年度以降の作付け。夏の暑さ対策など活発
な意見交換があった。� 《米菓》
●�原料米が昨年から高騰が続いている。この影響から、商品価格の見直し、値上げを検討している組合員が多数いる。取
引条件等の関係から苦慮している等の情報がある。� 《酒造》

繊維工業 �
●�先月から引き続き国内外とも受注はセルビッチデニムを中心に好調である。円安もプラスに働いている。ただ、現場
技術者の人手不足もあり、思うように生産を増やせないというマイナス面も抱えており、労働力確保が喫緊の課題で
ある。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
化学・ゴム �
●�売上はほぼ計画通り。現時点ではトランプ関税の大きな影響は出ていないが、引き続き状況を注視。ネクスペリアの
半導体の影響は現時点でほとんどないものの、今後影響が出る可能性あり。労務費の価格転嫁については難航してい
たがほぼ決着。新下請法への対応についてはほぼ完了。2026年1月以降の資金繰りに影響あり。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �
●�出荷量について、10月の岡山県全体の出荷量は70千㎥で、対前年比112％であった。支部別で見ると、岡山県全体の
6割を占める県南支部の出荷量が対前年比130％と好調を維持している。2024年問題に起因する IC周辺での物流倉庫
の建設など、民需が下支えしているものと思われる。一方、官公需に依存する県北部の出荷量は40％〜85％と、前年
から大きく減少している。9月27日に、全国の土木系高等学校や高等専門学校を対象にコンクリートの圧縮強度やデザ
イン、プレゼンテーションの内容を競う「コンクリート甲子園」の第18大会予選が開催された。全国から64校の参加が
あり、岡山県からは5校が出場した。予選に参加した64校のうちの10校が本選出場となり、岡山県からは笠岡工業高
校が見事予選を突破し、本選出場を果たした（中国地方で唯一）。本選は12月6日、千葉県船橋市の全生連中央技術研
究所で開催される。当組合では、技術的サポートを行う体制を整備し、協力要請のあった高校に対しては、近隣の生
コン工場が全面的に技術協力を行った。こうした取り組みを通じて、業界の知名度向上やイメージアップに繋がるこ
とを期待している。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�倒産した組合員の代替需要で、他組合員の受注が増加した。� 《鋳物》
一般機器 �
●�引合い、受注とも減少傾向が続いており、回復の兆しが見えない。廃業を考えている組合員も現れている。《鉄工・岡山》
●�大部分の組合員において前年売上実績を下回っている。年末に向けてのスポット的な受注はあるものの、上向き傾向
とまでは言えない。� 《工作機械・総社》
●�数ヶ月前から受注減が続いているが、年度後半は少しずつ受注増の見通し。� 《工作機械・井笠》
その他 �
●�不景気対策が無い限り受注の拡大は難しい。年末需要に向けて活性化できるのか不安。� 《畳》

製造業

景況
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卸売業 �

●�前月までと同様の推移で、大きな変化はなし。� 《水産物》
●��国内メーカーによる50cc原動機付自転車（原付一種）については、強化される排出ガス規制への対応が困難なため実質
的に生産が終了し、新基準の車種が発売されるまでは売上・客数ともに減少している。全体的に動くが悪く、中古車
市場は高止まりが続いている。� 《自動二輪》

小売業 �

●�全体では売上5％強、客数も2％強の伸びを示し好調な月となった。ベーカリー、ゲームセンターは2桁の伸びを示した。
既存店15店中、9店舗が前年をクリアした。食品も売上、客数ともに前年をクリアした。9月に仏壇仏具店が新規出店し
たことで、空き店舗解消に付け加えて賑わいを出しているので、今後が楽しみである。� 《共同店舗》

商店街 �

●�先月同様来街者数に大きな変化は見られず、また諸物価値上げの影響なのか購買意欲が上がらず売り上げ的にはまだ
まだ厳しい状況である。� 《商店街・岡山》
●�平日・土日と関係なく人通りがまばら。� 《商店街・津山》
●�購買客は外国人観光客の比率が高く、外国人観光客が来ない店舗は苦しい。� 《商店街・倉敷》
サービス業 �

●�前年比と比較した場合、組合員数の減少が著明のため、件数及び金額の減少がみられる。原因としては高齢による脱
退であり、本組合の高齢化が進んでいる。また8月の施術は休日等により就労日数が少なく全体に減少がみられる。組
合員の増加を検討し、その対策を協議し始めたところである。未だ経営実態は厳しく、先が見通せない状況であるが、
改善に努めている。� 《医療・柔道整復師》
●�前年実績よりは良かったが一昨年と比べると売り上げは減少した。� 《旅館・ホテル》
●�建設業組合員のインドネシアでの採用に向け、新規に送り出し機関と契約、11月には面接実施予定。機械加工組合員
の技能実習生・特定技能のインド人受入れは現在9名、追加4名の面接を11月に実施、採用決定。農業組合員からの特
定技能の求人は、ベトナムでの採用を断念、インドネシア送り出し機関に求人継続中であるが、応募は依然厳しい状
況。介護サービス組合員については、 服薬指導を含めた人材として、インドネシアでの採用で決定、11月での面接に向
けて調整中。� 《異業種》
●�鉄、非鉄スクラップについては、販売価格は微増、依然発生は少ない。古紙については、扱い量の減少から規模縮小
や廃業も増えてきている。� 《リサイクル》

建設業 �

●�忙しいときと暇な時がうまくかみ合わない。忙しいときは本当に猫の手も借りたいくらいだが、暇となるととこと
ん暇で、同業者同士で情報共有している。� 《防水工事》

運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比1002％の増加となった。瀬戸芸や万博開催の影響でインバウンドにより旺盛な観光
需要に支えられ継続して安定した伸びをみせた。高速バスは前年同月比102％の増加となった。秋シーズンの移動需
要の影響で前年増加で推移している。� 《バス》
●�業種によるが荷動きは良くない。人手不足は深刻であり、新政権下での「働き方改革」の改革に期待する。�《トラック》
●�前月同様の推移で下期の開始月となったが、不安定な市況の動向に影響され、流通量は低調な状況が続いた。クリス
マス、年末商戦に向けた荷動き回復伸長に期待したい。� 《倉庫業》

その他 �

●�事業者支援については、11月12日（水）開催の「しんくみビジネスマッチング」にて販路開拓支援を行う。約300商談の
予約があり、露店も含め計206社参加する。資金繰り支援については、かさしん地方創成ローンを追加募集して支援
を図っていく。� 《信用組合》

非製造業
2025年10月分のコメント
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11
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）に
宇
野
港
で
開
催
さ
れ
た

「Setouchi Contem
porary 2025

」に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
当
イ
ベ
ン
ト
は
音
楽
フ
ェ
ス
エ
リ
ア
と
、
県
内
外

の
飲
食
店
や
ア
パ
レ
ル
が
並
ぶ
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
リ
ア
か

ら
構
成
さ
れ
る
複
合
型
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
が
初
の
開
催

と
の
こ
と
で
す
。

　
音
楽
は
聴
く
の
も
歌
う
の
も
好
き
で
す
が
、
夏
フ
ェ
ス

は
気
温
が
高
く
、
熱
中
症
寸
前
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ

う
い
っ
た
涼
し
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス
は
と
て

も
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

方
々
口
を
揃
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
玉
野
の
海
を
背
景

に
し
た
ラ
イ
ブ
は
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
こ
う

い
っ
た
フ
ェ
ス
で
は
普
段
聴
か
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

出
会
え
る
醍
醐
味
が
あ
り
、
今
回
も
た
く
さ
ん
収
穫
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
方
で
フ
ー
ド
エ
リ
ア
も
岡
山
県
の
名
だ
た
る

人
気
店
が
立
ち
並
び
、
胃
袋
と
相
談
し
つ
つ
も
胃
袋
の
意

見
は
無
視
し
て
、
様
々
な
ご
飯
を
楽
し
み
ま
し
た
。
多
す

ぎ
て
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
私

のG
oogle M

AP

の
行
き
た
い

店
リ
ス
ト
は
さ
ら
に
増
え
、年
末

の
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

ま
た
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

　
も
し
来
年
も
開
催
さ
れ
る
よ

う
で
し
た
ら
、皆
様
も
是
非
足
を

運
ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

③

selection

平成 31年２月号掲載
上座下座にも

いろいろあるようです。

2025年度

職員紹介
イノベーション推進課

池  田　 幸  奈

①

Information

Information
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